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１．研究計画の概要 

 言語コミュニケーションによって、意図の
伝達や対人関係の調節が行われる過程を、言
語学的理解に基づいた上で計画された心理
学的な実験研究を主とする実証的研究によ
って明らかにすることを目的とした。社会心
理学的な観点からは、言語表現に用いられる
述語の特質（たとえば動詞の他動性）が、原
因の推論や責任追及の過程と関連すること、
そしてこれが伝達するという目標によって
影響を受けることを実験により確かめた。文
化心理学的観点からは、対人葛藤の解決に用
いられる言語表現と文化的特徴との関連が
検討された。発達心理学的アプローチでは、
心の理論の形成過程と助詞等の使用との関
連が吟味された。 

 

２．研究の進捗状況 

上に記した各プロジェクトはそれぞれ、当
初の目標を上回る進捗を示した。 

（１）社会心理学研究では、人物と行動の記
述における動詞の自動・他動性と、行為者の
責任や行動の評価との間に見られる系統的
な関係を明らかにした。また、日仏比較研究
により、文化間の差異性と共通性のそれぞれ
について実証的知見を得た。 

（２）また、他者に情報を伝達するという意
図があることによって、原因の推論における
バイアスが影響を受けることを実験によっ
て明らかにした。 

（３）文化心理学研究では、上記に加えて、
幸福感の心理的基礎とその言語表現に影響
をもたらす文化的基盤の特徴を実験によっ
て明らかにした。 

（４）言語発達研究では、「心の理論」の形
成にコミュニケーション能力が深く関与す

ることを明らかにし、特に３歳前後の時期に
見られる特徴ある発達過程について重要な
知見を得た。 

（５）皮肉・アイロニーの成立過程を心理学
実験によって明らかにし、言語使用と社会的
関係との相互関連性に関する知識を格段に
進歩させた。 

（６）以上の個別領域の知見を統合すること
により、領域横断的アプローチの成果と問題
点についての議論を深めた。その成果は日本
心理学会でのワークショップ開催として結
実した。また、政治的信念の維持機能として
のコミュニケーションの役割を議論するた
めに、海外からの演者を招いて講演会を開催
するなど、言語研究以外の分野との学際的交
流にも力を入れた。 

 

３．現在までの達成度 

 各プロジェクトとも、当初の計画以上の成
果があったと言える。その理由は、研究実施
を通して、さらに幅広い研究分野との協働や
研究交流、そして新しい研究テーマの創出を
行うに至っているからである。よい意味で新
たな課題が示され、それに取り組むため、次
項に述べる新規研究プロジェクトもすでに
計画されている。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 本研究の実施を通して得られた新たな研
究課題のさらなる追求と、領域横断的協働の
一層の進展を目指して前年度申請を行った
ところ採択された。これによりさらに３年間
の研究を行い、より精緻な議論と重層的実証
データの蓄積に努める。また国際的なオーデ
ィエンスも含めて広く成果を公表するため
の出版活動などを目指す。 
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